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宗
門
帳
よ
り
み
た
る
高
須
輪
中
本
阿
弥
新
田
の
戸
口
増
減

松

継

原

義

ま

え

が

き

本
阿
弥
新
田
の
佐
野
家
に
は
、
七
七
冊
の
宗
門
帳
、
正
し
く
は
「
切
支
丹
御
穿
撃
宗
門
人
別
御
改
帳
」
と
明
治
四
年
・
五
年
の
戸
籍
簿

が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
期
間
は
、
安
永
三
年
か
ら
一

O
O年
に
亘
る
も
の
で
、
藩
政
末
の
部
分
的
な
散
逸
を
除
け
ば
ま
と
ま
っ
て
保
存

す
で
に
先
学
の
優
れ
た
業
績
ハ
1
〉
が
あ
り
、
一
部
教

さ
れ
、

継
続
し
た
研
究
に
好
都
合
で
あ
っ
た
。
宗
門
帳
に
よ
る
人
口
動
態
の
研
究
は
、

さ
れ
る
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。

本
阿
弥
新
田
は
、
高
須
輪
中
の
う
ち
で
最
も
低
湿
な
地
域
に
あ
り
、
常
時
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
洪
水
と
湛
水
に
苦
し
め
ら
れ
、
低
生
産

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
村
で
あ
る
。
こ
の
ミ
ク
ロ
な
研
究
は
、
輪
端
部
の
地
域
的
な
立
場
か
ら
、
戸
口
の
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ニ
、
戸
数
の
増
減
と
階
層
関
係
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(
A
)
 
宗
門
帳
に
よ
る
安
永
三
年
の
戸
数
は
二
四
戸
、
檀
那
寺
の
宗
旨
は
、

一
戸
が
浄
土
宗
(
山
崎
村
の
宝
樹
院
)
で
他
は
総
て
浄
土

真
宗
に
属
し
て
い
た
。
こ
れ
等
真
宗
の
門
徒
は
、
安
田
村
の
願
船
寺
が
八
戸
、
西
小
島
村
の
蓮
応
寺
が
七
戸
、
札
野
村
覚
念
寺
が
五
戸
、

柳
湊
村
の
円
勝
寺
が
二
戸
、
高
須
町
の
真
宗
寺
が
二
戸
で
あ
っ
た
。
本
阿
弥
新
田
か
ら
こ
れ
等
の
寺
院
ま
で
は
、
高
須
町
が
二
・
五
粁
、

札
野
村
が
二
粁
、
そ
の
他
は
一
・
五
粁
以
内
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
檀
那
関
係
は
、
居
付
百
姓
の
親
村
が
い
ず
れ
も
近
村
で
あ
り
、
移
住

後
も
こ
れ
等
の
村
々
の
寺
院
に
所
属
し
て
き
た
こ
と
を
示
す
。

宗門帳よりみたる高須輪中本阿弥新田の戸口増減

安
永
四
年
と
五
年
に
二
戸
ず
つ
出
村
が
あ
り
、
安
永
六
年
に
は
二
二
戸
に
減
少
し
た
。
天
明
七
年
に
二
戸
の
分
家
が
あ
り
、
二
四
戸
に

復
し
た
が
、
寛
政
元
年
に
は
再
び
二
二
戸
に
減
少
し
た
。
そ
の
後
さ
ら
に
こ

O
戸
ま
で
減
少
し
た
が
、
文
化
四
年
に
は
四
戸
の
分
家
に
よ

る
増
加
が
あ
り
、
二
五
戸
と
な
っ
た
。

そ
の
後
天
保
末
年
ま
で
一
ー
ー
一
一
一
戸
の
増
減
が
あ
り
、
減
少
は
潰
れ
家
で
、
増
加
は
分
家
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
弘
化
元
年
と
一
一
一
年
に
一

戸
ず
つ
の
分
家
が
あ
り
、
安
政
五
年
に
は
さ
ら
に
二
戸
の
分
家
が
加
わ
っ
て
二
八
戸
と
な
っ
た
。
安
政
六
年
に
五
戸
の
転
入
が
あ
り
、

挙
に
三
三
戸
と
な
っ
た
。
こ
の
五
戸
に
つ
い
て
宗
門
帳
に
は
「
尾
州
八
穂
新
田
よ
り
引
越
参
り
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
八
穂
新
田
は
現

在
の
愛
知
県
弥
富
町
の
鍋
田
干
拓
地
に
該
当
し
て
い
る
。

」
の
時
代
の
本
阿
弥
新
田
は
、

洪
水
が
減
少
し
掘
上
田
(

2

)

が
整
備
さ
れ
、
生
産
力
が
高
ま
っ
て
い
た
の
で
、

他
村
か
ら
の
移
入
者
を

受
け
入
れ
る
余
裕
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
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村
落
社
会
の
構
造
は
、
土
地
の
所
有
関
係
に
規
制
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
身
分
は
同
じ
百
姓
で
あ
っ
て
も
、
高
持
と
水
容
の
身

分
差
が
あ
り
、
水
呑
は
高
持
の
地
主
に
隷
属
し
、
小
作
人
と
し
て
の
独
立
の
人
格
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
輪
中
の
水
呑
層
は
、
苛
酷
な

小
作
料
と
定
期
・
不
定
期
の
夫
役
に
使
役
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
再
生
産
を
営
む
こ
と
が
精
一
杯
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
百
姓
に

(B) 
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発
展
す
る
余
裕
は
少
な
く
、
近
年
ま
で
輪
中
は
小
作
人
(
3
〉
の
多
い
地
域
で
あ
っ
た
。

安
永
三
年
の
総
戸
数
二
四
戸
の
う
ち
、
八
戸
が
高
持
で
あ
っ
た
。
高
持
は
安
永
六
年
に
六
戸
と
な
り
、
寛
政
九
年
に
七
戸
と
な
り
、
文

化
四
年
に
は
三
戸
に
減
じ
、
こ
の
数
が
四

0
年
間
も
続
い
て
い
た
。
そ
の
後
弘
化
四
年
に
は
五
戸
と
な
り
明
治
に
至
っ
て
い
る
。
高
持
と

い
え
ど
も
佐
野
等
の
一
三
戸
を
除
け
ば
、
僅
か
一
ー
ー
二
石
の
零
細
な
自
小
作
農
に
す
ざ
な
い
。
第
二
図
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
る
点
は
、
寛
政

一
O
年
ま
で
七
戸
あ
っ
た
高
持
が
、
文
化
四
年
に
は
三
戸
に
減
少
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
宗
門
帳
よ
り
検
索
す
れ
ば
、

A
は
二
夫
婦

の
六
人
家
族
、

B
は
三
夫
婦
の
九
人
家
族
、

C
は
二
夫
婦
の
一

O
人
家
族
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
分
家
を
立
て
る
た
め
、
経
費
を
必
要
と

し
、
僅
か
な
土
地
を
佐
野
に
売
っ
て
水
呑
に
な
っ
て
い
る
。

三
、
人

口

の

動

態

r園、

一、.J

人
口
増
減
の
推
移

人
口
の
動
態
は
、
戸
数
に
比
し
て
極
め
て
変
化
の
激
し
い
も
の
で
あ
る
。

一
村
落
の
人
口
は
、
年
々
の
自
然
増
減
と
社
会
増
減
の
和
に

よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
各
時
代
の
人
口
は
、
そ
の
時
代
の
生
産
力
や
自
然
災
害
・
疾
病
等
に
影
響
さ
せ
る
こ
と
が
大
き
い
。
宗
門
帳
に
よ

り
人
口
の
増
減
を
克
明
に
投
影
す
る
場
合
は
、
人
口
の
波
動
は
直
線
的
な
カ
i
ブ
で
は
な
く
、
極
め
て
振
幅
の
著
し
い
人
口
波
と
な
っ
て

表
わ
さ
れ
る
。

安
永
三
年
の
常
住
人
口
は
一

O
O人
で
、
同
七
|
八
年
に
は
八
七
人
に
落
ち
込
ん
だ
が
、
天
明
八
年
に
は
一
一
六
人
に
増
加
し
た
。
そ

の
後
急
落
し
て
寛
政
五
六
|
七
年
に
は
一

O
O人
以
下
と
な
り
、
文
化
八
年
に
は
一
一
一
一
一
人
の
ピ
l
ク
に
達
し
た
。
そ
の
後
増
加
と
減

少
を
繰
り
返
し
、
文
政
二
一
年
に
二
二
人
、
嘉
永
二
年
に
は
再
び
一

O
一
人
に
後
退
し
て
い
る
。
安
永
三
年
か
ら
嘉
永
二
年
ま
で
七
六
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-40 30 
中期

20 

年
を
経
過
し
な
が
ら
、
結
果
的
に
僅
か
一
人
の
増
加
に
止
っ
た
の
は
ど
う
解
釈
す

べ
き
か
、
こ
の
村
落
に
あ
っ
て
は
、
前
期
・
中
期
に
お
い
て
著
し
い
人
口
の
停
滞

が
確
認
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
藩
政
末
の
安
政
六
年
に
は
、
前
記
の
高
潮
罷
災
者

二
O
人
が
入
村
し
、

一
気
に
一
四
六
人
に
急
増
し
た
が
、
明
治
五
年
に
は
二
三
五

人
に
減
じ
て
い
る
。

戸数(A)と人口(B)の増減

宗
門
帳
の
末
尾
に
、
出
奉
公
の
実
態
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
安

永
六
七
年
に
は
村
人
口
の
二
割
が
年
季
奉
公
に
出
村
し
て
い
た
が
、
天
明
年
間

に
は
一
割
と
な
り
、
そ
の
後
さ
ら
に
減
少
し
な
が
ら
、
文
化
末
年
ま
で
継
続
し
て

い
た
。
出
奉
公
は
安
永
六
年
の
一
九
人
(
男
|
九
人
・
女
l
一
O
人
)
が
最
高

で
、
近
郷
の
本
百
姓
・
高
須
の
城
下
町
・
岐
阜
の
町
方
等
へ
も
奉
公
に
出
か
け
て

第2図

、
n-o

I
V
争
hこ

の
頃
掘
上
回
が
開
発
さ
れ
た
が
、
な
お
耕
地
の
不
足
に
苦
し
ん
だ
水
呑
層

が
、
口
ベ
ら
し
を
目
的
と
し
て
出
奉
公
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て

こ
の
村
の
人
口
は
第
二
図
の
如
く
、
宗
門
帳
の
人
口
に
出
奉
公
人
を
加
え
た
も
の

が
実
際
の
人
口
で
あ
っ
た
。

こ
れ
と
類
似
し
た
も
の
に
、

安
藤
万
寿
男
の
安
八
郡
中
須
村
の
研
究
(

4

)

が
あ

る
。
こ
の
小
輪
中
の
村
で
は
、
生
産
力
の
高
い
時
代
は
奉
公
人
を
出
さ
な
か
っ
た



N
的

N ，
 

r
 

a
z
t
 

f
k
f

、

p

，、t
，、
J

第 1表人 口増減の内容
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が
、
宝
暦
治
水
後
排
水
が
悪
化
し
、
生
産
力
が
減
退
す
る
に
し
た
が
い
人
口
も
減
少
し
、
出
奉
公
が
増
加
し
た
。
文
化
一
五
年
に
は
村
人

口
の
二
八
%
に
及
ん
だ
が
、
大
部
分
は
水
呑
層
で
あ
っ
た
と
い
う
。

( 

一一) 
自
然
増
減
と
社
会
増
減

一
村
の
人
口
に
は
、
出
生
と
死
亡
に
よ
る
自
然
増
減
の
ほ
か
、
入
婚
・
入
奉
公
・
入
村
が
あ
り
、
ま
た
反
対
に
出
婚
・
出
奉
公
・
出
村

の
社
会
増
減
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
村
に
お
け
る
人
口
増
減
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
特
に
変
化
の
著
し
い
と
思
わ
れ
る
三
期
を
選
ん
で
共
通
点
を
探
ろ
う
と

試
み
た
0

(

A

)

は
天
明
五
年
か
ら
寛
政
元
年
に
至
る
五
年
間
、

(
B
)
は
天
保
六
年
か
ら
天
保
一
四
年
に
至
る
九
年
間
、
さ
ら
に
、

(
C
)
は

安
政
五
年
か
ら
万
延
元
年
に
至
る
三
年
間
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
A
)
は
天
明
の
飢
鐘
を
含
む
期
間
で
あ
る
。
こ
の
村
で
は
、
天
明
に
入
っ
て
か
ら
も
人
口
が
増
加
し
、
天
明
八
年
に
は
一
一
六
人
に
達

し
た
が
、
翌
年
(
寛
政
元
年
)

の
宗
門
帳
に
は
、

二
人
の
死
亡
と
、
三
人
の
出
村
分
が
差
引
か
れ
て
い
る
o
-
宗
門
帳
は
、
毎
年
三
月
在

村
の
人
口
を
登
録
し
、
報
告
し
た
筈
で
あ
る
か
ら
、
人
口
の
損
失
の
大
部
分
は
、
天
明
八
年
の
も
の
と
見
倣
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
年

度
の
死
亡
者
は
、

四
九
才
か
ら
六
六
才
ま
で
の
準
老
齢
者
を
含
む
男
女
が
七
人
と
、
五
才
未
満
が
四
人
で
、
青
壮
年
齢
層
は
見
当
ら
な

ぃ
。
天
明
七
l
八
年
は
全
国
的
な
冷
害
で
あ
り
、
西
濃
一
帯
も
大
凶
作
に
襲
わ
れ
た
。
こ
の
村
は
当
時
三

O
町
歩
の
掘
上
田
を
有
し
て
い

た
か
ら
、
普
通
作
な
ら
餓
死
者
は
無
か
っ
た
筈
で
あ
る
が
、
二
年
続
き
の
凶
作
に
よ
り
、
余
穀
を
持
た
な
い
水
呑
層
が
、
死
に
追
い
や
ら

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
二
表
は
、
天
領
の
輪
中
組
合
を
代
表
し
て
い
た
佐
野
善
七
が
、
天
明
八
年
の
飢
僅
に
際
し
て
、
代
官
所
へ
夫
食
拝
借
の
歎
願
書
を
出

し
た
と
き
の
控
え
で
あ
る
。

」
れ
に
は
伊
尾
川
筋
六
輪
中
の
村
落
名
と
、

そ
の
村
々
の
戸
数
・
総
人
口
数
・
非
困
窮
者
数
(
5
〉
飢
餓
人
数
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第2表天領 B輪中 22 力村飢人数

(天明8年10月)

¥A村高l問 i州問i悶峨l
本阿弥輪中 石 戸 人 人

本阿弥新田 1，836 24 116 12 

帆引新田 1，008 91 368 32 

安田新田 562 18 89 17 

万寿新田 50 20 108 17 

七右衛門新田 149 12 60 5 

安 回 村 74 54 224 17 

深 浜 キナ 53 40 198 14 

宮 土也 本、J 28 17 67 8 

太 回 輸 中

太田新田 318 26 125 31 

:多 ~ 輸 中

小坪新田 284 19 108 10 

高柳新田 373 24 133 

i 秋江・福江輪中

日 原 村 961 130 564 59 

森 下 キす 92 21 94 14 

古中島村 57 49 220 16 

i 金 廻 輪 中

金 廻 キサ 1，025 86 389 28 

油島新田 373 17 74 4 

江 内 村 166 12 65 4 

!上之郷輪中

上之郷村 902 72 307 

福 永 村 1，048 111 460 
西平賀村 120 10 31 

古 敷 キず 300 25 127 

東平賀村 596 44 183 

石

，4利A日. 言十 10，375 

濃列、|・勢丹122カ村飢人夫食願書上帳による。

A 村高の石以下は切捨てる。

人

104 

336 

72 

91 

55 

207 

184 

59 

94 

98 

133 

505 

80 

204 

361 

70 

61 

307 

460 

31 

127 

183 

ノ、
3，822 

D 非困窮者は「取統候者Jと文書に記されている。

E 
C 

% 

89.6 

91. 3 

81. 0 

84.2 

91. 6 

92.4 

93.0 

88.0 

75.2 

90.7 

100.0 

89.5 

85.1 

92.7 

92.8 

94.5 

93.8 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

?五
93.0 
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等
が
記
さ
れ
、
村
々
の
窮
状
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
歎
願
書
は
飢
餓
人
一
一
一
八
二
二
人
(
九
三
%
)
に
対
し
、

一
ヶ
月
に
米
二
六
一
石
宛

向
う
六
ヶ
月
間
借
用
し
た
い
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
し
か
し
救
済
は
常
に
極
難
渋
者
に
限
ら
れ
た
た
め
、
本
阿
弥
新
田
と
同
様
、
他
村

に
お
い
て
も
可
成
の
餓
死
者
を
出
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
ο

(B)
に
含
ま
れ
る
天
保
の
飢
謹
も
、
天
明
に
劣
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
天
候
の
不
順
は
天
保
五
年
か
ら
八
年
ま
で
続
き
、
米
価
が
高

騰
し
、
飢
民
が
溢
れ
、
各
地
で
一
挟
に
よ
る
打
段
が
起
っ
た
。
こ
の
輪
中
で
は
天
保
六
年
、
万
寿
新
田
に
伏
せ
込
ん
だ
ば
か
り
の
玖
樋
が

吹
き
抜
け
た
た
め
、
疑
惑
の
風
聞
が
拡
が
り
、
輪
中
一
帯
を
動
揺
さ
せ
る
一
撲
に
発
展
し
た
。
こ
の
事
件
を
重
視
し
た
幕
府
は
、
翌
年
首

謀
者
一
三
人
を
江
戸
へ
呼
び
出
し
、
う
ち
四
人
を
諜
・
獄
門
と
し
、
そ
の
他
を
遠
島
中
追
放
に
処
し
た
。
ま
た
、
こ
の
事
件
に
関
係
し
た

六
一
カ
村
の
百
姓
四
一
四

O
人
に
対
し
て
は
、

五
四
五
貫
五

O
O文
の
過
料
を
科
し
て
処
罰
し
た
。
当
地
で
は
こ
れ
を
万
寿
騒
動
と
呼
ん

で
い
る
。
翌
天
保
七
年
再
び
洪
水
が
起
り
、
輪
中
堤
や
中
堤
が
決
壊
し
た
。
天
保
九
年
・
一

O
年
に
も
引
続
い
て
水
害
が
起
き
て
い
る
。

本
阿
弥
新
田
の
開
発
か
ら
明
治
に
至
る
一
一
一
九
年
間
の
う
ち
、
破
堤
に
よ
る
洪
水
は
六
年
に
一
回
の
割
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
四

年
も
続
い
た
こ
と
は
珍
し
い
。
こ
の
よ
う
な
連
続
的
な
水
害
に
対
し
て
、
余
裕
を
持
た
な
い
水
呑
層
が
、
人
口
面
で
ど
の
よ
う
な
反
応
を

示
し
た
か
。
結
果
的
に
は
、
天
保
六
年
か
ら
一
四
年
に
至
る
九
年
間
に
九
人
の
減
少
を
示
し
て
い
る
。

(
C
)
に
つ
い
て
は
、
戸
口
の
増
減

の
項
で
述
べ
た
如
く
、

八
穂
新
田
か
ら
の
入
植
が
主
な
る
も
の
で
あ
る
。

四
、
人
口
構
成
の
特
色

〆曲、

一、--'

家
族
構
成

藩
政
時
代
に
お
け
る
濃
尾
平
野
の
家
族
構
成
に
つ
い
て
は
、

坪
内
庄
次
の
研
究
(
6
v
が
あ
る
。

そ
の
要
点
は
、

樋
口
好
古
の
絢
行
記
に



記
載
さ
れ
た
尾
張
の
五
一
一
カ
村
に
つ
い
て
、

一
戸
当
り
の
平
均
家
族
数
を
求
め
、
古
(
前
期
)
が
五
・
五
人
、
今
(
後
期
)
が
四
・
一

人
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
様
に
、
近
世
後
期
の
尾
張
地
方
に
る
っ
て
は
、
著
し
く
小
家
族
化
が
進
行
し
て
い
た
と
い
え
る
。

一
方
美
濃
側
の
尾
張
領
に
つ
い
て
は
、
伊
豆
川
浅
吉
の
研
究
が
あ
り
、
坪
内
の
論
文
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
筆
者
も
こ
れ
を
借
用

し
、
本
阿
弥
新
田
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。
海
津
郡
に
お
け
る
尾
張
領
の
村
落
は
、
本
阿
弥
新
田
に
近
接
し
た
九
ケ
村
(

7

)

の
も

宗門帳よりみたる高須輪中本阿弥新田の戸口増減

の
で
あ
る
。

宝
暦
年
間
の
家
族
数
は
、
本
阿
弥
新
田
の
三
・

O
人
を
除
け
ば
、
三
郡
と
も
五
人
弱
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
寛
政
年
聞
の
海
津
郡
の
諸

村
は
、
六
・

O
人
に
増
加
し
、
安
八
郡
は
四
・
一
人
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
如
き
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
宝
暦
年
間

:237 

尾張領3郡の1戸当り家族数

l ll戸当り寄与村落数|
|宝暦年間医

d 海 ~..-空 -空L..一 9里.....1.....し一f白?士ρ.イ7竺叫(付ぺL一6.0 
;本阿弥新田 I 1 I 3 

郡 1 19 1 4.8 1 

郡 1 11 1 ，4. 

4.9 

4.1 

。
4.8 1 

第3表

八安
一
養 5.0 9 老

の
海
津
郡
は
、
宝
暦
治
水
が
未
完
成
の
時
代
で
あ
り
、
寛
政
年
聞
は
工
事
が
完
成
し
て
い
た
。

3郡の数値は伊豆川浅吉による

大
樽
川
の
締
切
ら
れ
た
宝
暦
以
降
は
、
こ
の
川
よ
り
下
流
の
海
津
郡
・
養
老
郡
は
排
水
が
良
好

と
な
り
、
掘
上
回
が
開
発
さ
れ
、
生
産
力
は
増
強
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
大
樽

川
か
ら
上
流
域
の
安
八
郡
で
は
、
こ
の
工
事
の
結
果
、

か
え
っ
て
長
良
川
の
川
床
が
高
ま
り
、

輪
中
内
の
排
水
が
悪
化
し
、
生
産
力
が
減
退
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
安
藤
の
報
告
で
明
ら
か
な

如
く
、
中
須
村
に
お
い
て
多
数
の
出
奉
公
人
を
出
し
た
の
も
こ
の
た
め
で
、
他
の
安
八
郡
の
諸

村
に
お
い
て
も
、
こ
れ
と
類
似
の
経
済
変
化
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

宝
暦
年
間
の
本
阿
弥
新
田
は
、
全
く
の
亡
所
田
時
代
で
あ
っ
た
が
、
天
明
年
聞
は
掘
上
田
が

増
加
し
、
近
郷
(
梶
屋
村
・
宮
地
村
・
深
浜
村
)
か
ら
も
入
作
が
行
わ
れ
て
い
た
ほ
ど
で
あ

る
。
生
産
力
の
増
強
は
当
然
労
働
力
を
必
要
と
し
、

一
戸
当
り
の
人
口
を
増
加
さ
せ
る
よ
う
に
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な
っ
た
。
本
阿
弥
新
田
に
お
け
る
一

0
0年
間
の
一
戸
当
り
の
平
均
家
族
数
は
、
四
人
か
ら
五
人
の
聞
を
上
下
し
、
幕
末
に
は
再
び
四
人

に
減
少
し
て
い
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
坪
内
が
指
摘
し
た
ご
と
く
、
小
家
族
化
が
進
行
し
、
本
阿
弥
新
田
も
こ
の
範
障
に
あ
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

次
は
家
族
員
数
の
大
小
を
論
題
と
し
て
、
人
口
構
成
の
内
容
に
触
れ
た
い
と
思
う
。
小
家
族
は
血
縁
家
族
に
多
く
、
大
家
族
は
奉
公
人

な
ど
を
含
む
複
合
家
族
の
場
合
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
。

第
四
表
の

(
A
)
期
の
家
族
員
数
は
、

一
人
か
ら
一
二
人
の
内
に
あ
り
、
上
位
の
二
家
は
高
持
で
、
他
の
大
部
分
は
水
呑
層
で
あ
っ
た
。

一
戸
当
り
の
平
均
家
族
数
は
四
・
六
人
か
ら
四
・
八
人
で
あ
る
が
、
家
族
員
数
の
大
小
で
は
、
三
人
の
一
二
・
九
%
が
最
も
多
い
。

(
B
)

期
に
お
け
る
一
戸
当
り
の
平
均
は
、

四
・
二
人
か
ら
四
・
八
人
で
、
家
族
人
員
は
一
人
か
ら
九
人
ま
で
に
縮
少
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
場
合
五
人
家
族
が
二
四
・
六
%
、
三
人
が
一
六
・
三
%
、
二
人
と
六
人
が
一
三
・
五
%
の
割
合
で
あ
っ
た
。
ま
た

(
C
)
期
も
前
者
と

同
様
な
一
人
か
ら
九
人
の
聞
で
、
三
人
家
族
の
二
八
・
八
%
が
最
多
で
あ
っ
た
。

要
す
る
と
こ
ろ
、
三
期
に
共
通
す
る
点
は
、
後
家
や
独
身
者
な
ど
潰
れ
家
に
な
り
兼
ね
な
い
こ
l
三
人
の
小
家
族
が
、
比
較
的
多
い
こ

と
で
あ
る
。
な
お

(
A
)
期
に
み
ら
れ
た
一
一
人
か
ら
一
一
一
人
の
大
家
族
は
、
地
主
の
佐
野
善
七
で
あ
る
。
彼
は
安
永
・
天
明
の
頃
ま
で
、

下
男
・
下
女
を
常
傭
し
て
盛
ん
に
手
作
り
を
し
た
が
、

(B)
・
(
C
)
期
に
は
不
耕
作
地
主
に
移
行
し
た
。

戸、

一
、--

三
大
類
別
人
口
構
成

本
阿
弥
新
田
の
人
口
を
幼
少
年
齢
層
・
青
壮
年
齢
層
・
老
年
齢
層
に
三
大
類
別
し
、
人
口
構
成
の
別
の
一
面
を
知
悉
し
よ
う
と
し
た
。

幼
少
年
齢
と
は
一
才
か
ら
一
五
才
ま
で
の
若
年
齢
層
で
あ
る
が
、
こ
の
村
の
宗
門
帳
は
一
才
(
当
才
)

の
例
が
な
い
の
で
、
実
際
は
二
才

ま
た
は
三
才
か
ら
の
年
齢
で
あ
る
。
青
壮
年
齢
層
は
一
六
才
か
ら
六

O
才
ま
で
の
、

い
わ
ゆ
る
稼
働
生
産
年
齢
層
で
あ
り
、
老
年
齢
層
は



第 4表家族員数表

制
属
製
口
広
Q
田
謀
長

E
M村
内
寸
隼
町

w恨
の
町
リ
恥
，
玲
む
吋
響

E
V吹

--・--早ー・ 一一 F 」日-- 同』叶占 -- 園町~ _.. " 事柄

1戸当り
家 族 員 数 5，i1J 戸 数

戸数A 人口B B 
1--7 1 8 I 9 1 10 I 11 1 12 A 1 

天明 5 22戸 104人 4.7 2 2 2 4 5 2 3 1 
。。 1 0戸

6 22 105 4.8 1 2 4 4 3 4 2 1 
。。 1 。

7 24 114 4.8 1 1 6 5 3 4 2 1 O O 
。 1 

A 8 24 116 4.8 2 。 6 4 3 5 2 。 1 。。 1 
寛政 1 22 102 4.6 1 1 7 3 3 3 3 

。。。。 1 
114 (百分比) 6.1 5.3 21. 9 17.5 15.0 15.8 10.5 2.6 0.9 。1.8 2.6 

天保 6 24戸 112人 4.7 1 2 5 2 7 3 2 1 1戸

7 24 116 4.8 1 2 5 6 4 3 1 1 

8 24 114 4.8 1 3 3 3 6 4 3 
。 1 

9 24 108 4.5 1 3 4 3 6 3 2 2 
。

10 24 101 4.2 1 4 4 2 6 4 2 1 O 

B 11 24 101 4.2 1 5 3 3 6 3 2 1 。
12 24 105 4.4 1 3 5 4 5 1 4 1 。
13 24 107 4.5 3 2 3 3 6 3 2 1 1 

14 23 104 4.5 O 5 3 3 5 4 l 1 1 

215 (百分比) 4.6 13.5 16.3 11. 2 24.6 13.5 9.8 4.2 2.3 

安政 5 28戸 126人 4.5 1 2 9 4 4 5 2 。 1P 
C 

6 33 146 4.4 1 3 9 4 6 5 4 1 。
万延 l 33 145 4.4 1 2 9 6 6 4 5 O 。

94 (百分比) 3.2 7. 5 28.8 14.9 17.0 14.9 11. 7 1.0 1.0 
罰
的

N



六
一
才
以
上
で
あ
る
。
第
三
図
は
、
こ
の
三
大
類
別
人
口
の
割
合
を
百
分
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1 
A 幼少年齢層!

V - rハヘヘ""，¥¥.. ，.~i /"~~""'/~~"'\、L(，一一~2M
i-vv-v、へ/J:

老ip齢層戸、j 一/
1" .. ，、、弓'....' 司 、、-..._1__--""-戸戸.-'

比
と
し
、
そ
れ
を
長
期
的
に
図
化
し
て
、
三
者
を
対
照
さ
せ
た
も
の
で
あ

る
。
お
の
お
の
の
比
率
が
直
線
的
で
な
く
振
幅
の
あ
る
曲
線
で
示
↑
さ
れ
る

の
は
、
そ
れ
な
り
の
社
会
的
経
済
的
理
由
の
存
す
る
も
の
と
見
倣
さ
ね
ば

な
ら
な
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
一

0
0年
間
の
研
究
期
聞
を
便
宜
上
、
前
期
(
一
安
永
三

|
文
化
六
年

)
i三
六
年
間
、
中
期
(
文
化
七
l
嘉
永
二
年
)
|
四

0
年

間
、
後
期
(
嘉
永
三
|
明
治
五
年
)
二
三
年
間
と
し
、
そ
の
背
景
を
模
索

す
る
こ
と
と
じ
た
。
三
期
に
共
通
す
る
平
均
の
人
口
比
率
は
、
幼
少
年
齢

層
が
二
九
・
三
%
、
青
壮
年
齢
層
が
六
二
・
六
%
、
老
年
齢
層
が
八
・
一
一

3大類別人口(A)と男女の比率(B)

一
%
で
あ
っ
た
心
こ
の
比
率
は
史
料
に
基
づ
く
七
九
年
間
の
平
均
値
一
で
あ
る

一
か
ら
、
‘
こ
れ
を
以
っ
て
こ
の
村
の
基
準
比
率
と
し
一
、
こ
れ
と
、
各
期
周

(
前
・
中
・
後
期
)
内
の
三
者
(
三
大
類
別
)
の
平
均
値
を
比
較
検
討
士

-
る
こ
と
と
し
た
。
前
期
に
お
け
る
幼
少
年
齢
層
の
平
均
値
ば
コ
二
・
三
彪

青
壮
年
齢
層
は
五
九
・
四
弱
、
老
年
齢
層
は
九
・
三
%
で
あ
っ
た
。
こ
れ

を
前
記
の
基
準
比
率
と
比
較
し
た
場
合
は
、
幼
少
年
齢
層
は
二
・
二
%
、
一

老
年
齢
層
は
了
二
%
の
プ
ラ
ス
で
あ
っ
た
が
、
青
壮
年
齢
層
は
逆
に
二
・

第 3図

前期

B 



三
%
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
期
の
場
合
は
扶
養
家
族
(
幼
少
年
齢
層
と
老
年
齢
層
)
が
比
較
的
多
い
た
め
、

し

わ
ゆ
る
経
済
困
難
を
現
出
し
た
時
代
と
い
え
よ
う
。
こ
の
期
間
に
青
壮
年
齢
層
が
比
較
的
少
な
い
の
は
、

一
つ
に
は
、
年
季
奉
公
な
ど
の

出
村
広
原
因
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
で
は
、
高
い
出
生
率
が
維
持
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
と
に
天
明
八
年
以
降
の
数
年
間

は
、
幼
少
年
齢
層
が
三
三
%
以
上
と
な
り
、
寛
政
四
年
に
は
三
八
%
に
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
如
き
理
由
が
考
え
ら
れ
よ

ぅ
。
天
明
八
年
は
既
述
の
如
き
大
飢
謹
に
襲
わ
れ
、

一
一
名
の
餓
死
者
を
み
た
が
、
死
亡
者
は
い
ず
れ
も
老
年
層
と
幼
年
層
に
限
ら
れ
て
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い
た
。
こ
と
に
人
口
の
増
加
に
関
係
の
深
い
一
一
一

O
才
か
ら
四
五
才
前
後
の
増
殖
年
齢
層
の
損
失
は
全
く
見
ら
れ
ず
、
そ
の
後
の
出
生
に
良

い
影
響
を
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
の
中
期
は
、
文
化
・
文
政
か
ら
天
保
に
至
る
四

0
年
間
を
対
象
と
し
た
時
代
で
あ
る
。
こ
の
間
に
お
け
る
三
者
の
比
率
は
幼
少
年
齢

層
二
七
・

O
M、
青
壮
年
齢
層
i
六
五
・
二
%
、
老
年
齢
層
l
七
・
八
彪
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
基
準
比
率
と
対
比
す
れ
ば
、
幼
少
年
齢
層

は
三
・
一
↓
一
掃
、
老
年
齢
層
は

0
・
三
掃
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
殊
に
前
者
の
マ
イ
ナ
ス
が
大
き
い
。
こ
れ
に
対
し
て
青
壮
年
齢
層
は
二
・

六
鮮
の
プ
ラ
ス
と
な
り
、
著
し
く
高
い
水
準
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
中
期
の
類
型
は
、
幼
少
年
齢
層
が
少
な

く
、
青
壮
年
齢
層
の
多
い
タ
イ
プ
で
、
村
落
社
会
が
沈
滞
し
て
人
口
の
増
殖
も
停
滞
し
た
時
代
と
考
え
ら
れ
る
。

後
期
に
お
け
る
三
一
者
の
比
率
は
、
幼
少
年
齢
層
=
二
・
七
話
、
青
壮
年
齢
層
六
三
・
五
形
、
老
年
齢
層
四
・
八
彪
の
割
合
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
基
準
比
率
と
比
較
ナ
れ
ば
、
幼
少
年
齢
層
は
二
・
四
形
、
青
壮
年
齢
層
は

0
・
九
鮮
の
プ
ラ
ス
で
あ
る
が
、
老
年
齢
層
は
三
・
三

%
の
大
き
い
マ
イ
ナ
ス
を
示
し
て
い
る
。
後
期
は
宗
門
帳
が
散
逸
し
て
一

O
年
分
し
か
な
い
か
ら
、
確
実
さ
に
乏
し
い
が
、
老
年
齢
層
を
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除
〈
二
つ
の
階
層
は
、
大
体
前
期
と
中
期
の
中
聞
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

.r句、

一一) 

男
女
別
人
口
比
率
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今
日
の
文
明
国
に
お
け
る
男
女
の
出
生
数
は
、

ほ
ぼ
同
数
で
、

一
国
の
男
女
の
比
率
も
、
大
体
に
お
い
て
同
率
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
。
関
山
直
太
郎
官
〉
は
寛
延
三
年
と
弘
化
三
年
の
二
期
に
つ
い
て
、

全
国
的
な
国
別
・
男
女
別
の
人
口
数
を
分
析
し
、
男

女
の
人
口
に
著
し
い
相
違
の
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
女
子
人
口
の
少
な
い
理
由
と
し
て
は
、
堕
胎
や
間
引
の
行
わ
れ
た
こ
と

と
、
出
稼
・
飢
僅
に
よ
る
損
失
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
小
村
に
お
い
て
、
こ
れ
と
類
似
し
た
点
が
あ
り
は
し
な
い
か
、
も
し
あ
っ
た
と
す

れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
か
な
ど
を
予
測
し
、
長
期
的
な
男
女
の
比
率
を
求
め
た
の
が
第
三
図
の

B
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
前
期
の
三
六
年
間
と
後
期
の
二
三
年
間
は
、
全
般
的
に
男
女
が
ほ
ぼ
同
率
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
中
期
に
該
当
す

る
四

0
年
聞
の
う
ち
、
文
化
・
文
政
・
天
保
・
弘
化
に
い
た
る
一
二

0
年
間
は
、
男
女
の
差
が
大
き
く
聞
い
て
お
り
、
女
子
の
少
い
こ
と
に

特
色
が
み
伝
れ
る
。
こ
の
間
男
女
の
金
計
数
は
、

一
O
一
人
か
ら
一
二
二
人
の
聞
を
上
下
し
て
い
る
が
、
男
女
の
比
率
で
は
常
に
二

O
%

近
い
聞
き
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
相
違
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
女
子
の
年
季
奉
公
と
、
女
児
に
対
す
る
間
引
の
疑
い
が
持
た
れ
る
の
は
当

然
だ
あ
ろ
う
。
こ
の
時
代
は
出
奉
公
が
減
少
し
て
い
る
と
き
で
あ
る
か
ら
、
後
者
の
間
引
に
つ
い
て
の
考
え
が
有
力
と
な
っ
て
く
る
。

‘
こ
れ
を
解
明
す
る
た
め
、
中
期
に
お
け
る
三

0
年
間
の
男
女
の
出
生
数
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
文
化
四
年
か
ら
文
政
元
年
に
至
る
一
一
一

年
聞
に
お
い
て
、
男
児
|
二
八
人
に
対
し
、
女
児
|
一
三
人
の
異
常
な
出
生
の
違
い
が
計
算
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
村
の
三

O
年

聞
に
亘
る
男
性
の
高
率
は
、
こ
の
一

O
年
余
り
の
相
違
に
よ
っ
て
惹
き
起
さ
れ
た
こ
と
が
分
っ
た
。
人
口
移
動
の
少
な
い
農
村
社
会
に
あ

つ
て
は
、

一
定
期
間
の
男
女
の
出
生
数
の
相
違
は
、
そ
の
ま
ま
長
期
的
な
男
女
の
比
率
の
違
い
と
な
り
、
そ
の
年
代
の
子
女
が
成
人
に
達

す
る
ま
で
影
響
し
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
ろ
。
な
お
女
児
が
男
児
の
半
ば
に
足
り
な
い
の
は
、
貧
窮
者
の
聞
で
間
引
の
行
わ
れ
た
疑
が
濃
厚

で
あ
る
。
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上
納
米
の
推
移

次
は
二
応
生
産
力
の
表
示
と
考
え
ら
れ
る
上
納
米
の
納
入
高
に
よ
り
、
生
産
力
の
推
移
を

本阿弥新田の上納米の推移

探
っ
て
み
た
い
。
こ
の
村
は
開
回
以
来
上
納
米
(
正
祖
)

の
石
数
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
安
永
三
年
以
降
の
一

0
0年
聞
を
既
述
の
如
く
、
前
期
・
中
期
・
後
期
と
し
、
各

期
の
一
カ
年
の
平
均
値
を
求
め
て
比
較
検
討
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
前
期
は
一
年
に
一
一

石
六
斗
六
合
、
中
期
は
三
七
石
一
斗
一
升
一
合
、

さ
ら
に
後
期
は
五
三
石
四
斗
二
升
四
合
の

割
合
と
な
っ
て
い
た
。

詳
し
く
は
第
四
図
の
如
く
、
変
化
の
激
し
い
も
の
で
、
水
害
の
被
害
の
多
い
こ
と
が
窺
わ

第 4図

れ
る
。
し
か
し
乍
ら
、
前
期
か
ら
後
期
へ
と
増
徴
さ
れ
、
中
期
の
上
納
米
は
前
期
の
三
・
二

倍
、
後
期
は
四
・
六
倍
へ
と
高
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
年
を
追
っ
て
上
納
米
が
上
昇

し
た
の
は
、
次
に
述
べ
る
小
作
料
の
増
徴
と
関
連
し
て
、
若
干
は
村
民
所
得
を
向
上
さ
せ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

小
作
料
の
推
移

佐
野
家
に
は
配
賦
帳
と
呼
ぶ
小
作
米
収
納
簿
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
残
存
し
た
も
の
を
年

代
別
に
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
領
主
的
貢
租
と
異
な
っ
た
生
産
力
の
実
体
を
把
む
こ
と
が

( 

一一) 
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で
き
る
。
輪
中
は
水
害
の
多
い
不
安
定
な
地
域
で
あ
る
か
ら
、
小
作
料
は
近
年
ま
で
定
額
小
作
料
に
よ
ら
ず
、

「
見
立
取
」
が
行
わ
れ
て

い
た
。
因
に
配
賦
帳
は
検
見
帳
を
整
理
し
、
小
作
人
に
小
作
料
の
明
細
を
通
知
す
る
た
め
の
、

い
わ
ゆ
る
元
帳
に
相
当
し
て
い
る
。

第
五
表
に
つ
い
て
、
二
・
三
の
注
意
点
を
述
べ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
天
明
七
年
の
掘
上
回
は
=
二
町
四
反
歩
余
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
頃
の
佐
野
は
、
全
体
の
四
分
の
一
を
所
有
し
た
に
過
ざ
ず
、
他
に
も
数
人
の
地
主
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
彼
は
、
他
の
地
主
の
耕
地
を
買

い
取
り
、
中
期
に
は
全
体
の
七
l
八
割
を
所
有
す
る
大
地
主
に
発
展
し
た
。

前
期
の
平
均
の
作
付
面
積

I
一
五
町
歩
を
一

O
Oと
し
た
指
数
で
は
、
中
期
は
一
八

O
、
後
期
は
三
二
七
で
表
わ
さ
れ
る
。
ま
た
前
期

の
小
作
米
七
二
石
を
一

O
Oと
し
た
場
合
は
、
中
期
が
一
八
七
、
後
期
は
五
三
八
の
指
数
で
示
さ
れ
る
。

平
均
の
反
当
り
小
作
米
は
、
前
期
が
四
斗
二
升
三
合
、
中
期
は
四
斗
七
升
五
合
、
後
期
は
七
斗
八
升
四
合
で
あ
っ
た
。
前
期
を
一

0
0

と
し
た
指
数
で
は
、
中
期
が
一
一
二
、
後
期
は
一
八
五
で
表
わ
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
・
中
期
は
余
り
変
ら
ず
、
後
期
は
著
し
く
高

め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
年
ご
と
に
観
察
し
た
場
合
は
著
し
い
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
と
に
前
・
中
期
は
豊
凶
の
差
が
甚
だ

し
く
、
後
期
は
安
定
し
、
こ
と
に
文
久
一
|
二
年
は
一
石
以
上
の
好
結
果
を
示
し
て
い
た
。

〆画、

一一、./

水
呑
の
生
活

前
記
の
上
納
米
と
小
作
米
の
推
移
か
ら
、
水
呑
の
生
活
を
考
察
し
て
み
た
い
。
佐
野
の
史
料
で
は
、
全
収
穫
に
対
す
る
小
作
人
の
取
分

比
は
明
ら
か
で
た
い
。
し
た
、
が
っ
て
、

戦
前
の
年
貢
徴
収
慣
行
や
、

一
般
の
研
究
官
)
か
ら
推
測
し
て
、

領
主
・
地
主
の
取
分
l
六
、
小

作
の
取
分
l
四
の
割
合
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
全
収
穫
量
は
、
こ
の
表
の
反
当
小
作
米
に
、
さ
ら
に
四
割
を
加
え
た
も
の
と
見

倣
し
て
よ
い
。

前
期
は
掘
上
田
が
少
な
い
上
に
、
反
当
小
作
米
も
四
斗
二
升
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
上
水
害
が
多
く
、
水
呑
の
生
活
は
困
窮
を
極
め
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第5表佐野家の耕地と小作料の推移

|年 号|作付反別|小作米収納高|京書長|小作人数|備考

町反畝歩指数 石斗升合指数 石斗升合指数 人
安永 5 78.819 17.349 220 44 配賦帳

6 94.817 44.585 472 59 " 
前 7 28.715 4.546 158 22 検見帳

天明 1 129.511 13.879 107 76 配賦帳

5 166.800 127.308 770 検見帳

寛政 2 71. 628 63.568 883 34 配賦帳

4 240.322 120.771 502 82 " 
5 37.600 4.821 127 52 " 
6 272.823 188.701 691 " 

文化 3 292.625 166.868 571 105 " 
期 4 258.421 38.432 150 88 " 

計 1
1吋 J平均 152.014110 71.8931 10 4231 10 

文政 1 440.811 370.874 841 118 配賦帳

5 41. 303 17.536 424 49 " 
7 465.105 279.825 606 110 " 

天保12 481. 818 32.799 68 104 " 
中 14 198.525 46.085 232 52 * " 

15 170.625 51. 499 301 52 * " 
弘化 2 157.807 94.794 600 51 * " 
3 160.007 84.934 

期 嘉永 2 347.622 234.496 67 911 " 

計 |246390;1 011…11871 
平均 273.720: 1801 134. 7601 187 

4277|| 
4751 112 75 

安政 1 475.819 353.736 743 119 配賦帳

6 525.210 274.540 522 115 " 
後 文久 1 495.312 528.866 1. 068 116 " 

3 398.209 450.026 1.130 87 " 
慶応 2 465.316 267.287 574 119 " 
明治 2 564.609 406.952 720 117 " 

期 5 567.919 426.903 751 117 " 
計 |山2604||刊 8吋| 5.5明 l
平 均 498.92213271 386.7011 538 7841 185 113 

*江西区のみ
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出
作
や
出
奉
公
に
出
村
し
、
河
川
や
池
沼
の
漁
猟
(
虫
、

土
木
工
事
の
人
夫
に
使
役
さ
れ
、

辛
じ
て
生
命
を
繋
い
で
い
た
。
中
期
は
掘
上

田
が
増
加
し
、
耕
地
に
は
不
足
し
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
反
当
小
作
米
は
五
斗
足
ら
ず
で
、
前
期
と
同
様
の
凶
作
に
度
々
襲
わ
れ
た
た
め

労
多
く
し
て
恵
ま
れ
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。

天
保
一
一
年
に
は
堤
防
の
強
力
な
補
強
工
事
が
行
わ
れ
た
た
め
、
後
期
に
入
る
と
水
害
が
遠
の
き
、
豊
作
を
迎
え
る
こ
と
が
多
く
な
っ

た
。
安
政
年
聞
に
は
、
小
作
米
の
滞
納
は
減
少
し
、
文
久
元
年
に
は
皆
無
と
な
っ
て
い
る
。
小
作
米
か
ら
推
測
さ
れ
る
水
呑
層
の
収
穫
は

一
人
一
石
の
基
準
収
穫
量
に
は
及
ば
な
い
が
、
滞
納
者
の
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
推
測
し
て
、
再
生
産
を
維
持
す
る
余
裕
の
生
じ
た
こ
と
が

理
解
さ
れ
る
。
既
述
の
如
く
、
安
政
六
年
に
尾
州
八
穂
新
田
か
ら
入
植
者
が
あ
っ
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
環
境
の
改
善
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

六
、
結

び

藩
政
末
の
一

0
0年
聞
を
対
象
と
す
る
本
阿
弥
新
田
の
戸
口
は
、
概
し
て
停
滞
的
で
あ
っ
た
。
研
究
期
聞
を
前
期

(
三
六
年
)
、

中
期

(四

O
年
)
、
後
期
(
一
一
一
二
年
)
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
要
約
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

( 

一、-'

こ
の
村
は
少
数
の
高
持
と
大
多
数
の
水
呑
層
か
ら
な
る
輪
中
の
村
落
で
、
戸
数
は
前
・
中
期
と
も
二
四
戸
か
ら
二
六
戸
の
聞
を
上

下
し
、
後
期
に
入
っ
て
三
三
戸
に
増
加
し
た
。
人
口
は
前
期
の
最
初
が
一

O
O人
、
中
期
の
終
り
が
一

O
一
人
で
あ
っ
た
。
外
水
対
策

が
整
う
に
し
た
が
っ
て
、
生
産
力
が
増
強
し
、
後
期
に
は
一
四
六
人
に
急
増
し
た
。

r園、
一一、-'

前
・
中
期
と
も
人
口
の
上
限
は
一
一
一
一
一
人
、
下
限
は
八
七
人
で
、
そ
の
聞
に
幾
度
か
増
減
が
繰
り
返
え
さ
れ
た
。
前
期
の
著
し
い

減
少
は
出
奉
公
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。



( 

ー
) 

人
口
は
絶
え
ず
増
加
し
よ
う
と
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
洪
水
・
飢
謹
・
疾
病
等
の
悪
条
件
に
よ
り
急
減
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

天
明
八
年
の
飢
謹
に
は
一
一
人
の
餓
死
者
を
出
し
、
三
入
の
離
村
が
数
え
ら
れ
た
。
中
期
の
天
保
年
聞
に
は
水
害
・
飢
鐘
・
一
授
の
悪

条
件
が
重
な
り
、
九
人
の
減
少
と
な
り
、
弘
化
五
年
の
悪
疫
で
は
一
九
名
が
死
亡
し
て
い
る
。

(
四
)

一
才
か
ら
一
五
才
ま
で
を
幼
少
年
齢
層
、

一
六
才
か
ら
六

O
才
ま
で
を
青
壮
年
齢
層
、
六
一
以
上
を
老
年
齢
層
と
し
て
三
大
類
別

人
口
比
率
を
求
め
た
。
こ
れ
を
基
準
比
率
と
し
て
前
期
・
中
期
・
後
期
を
比
較
し
て
、
特
色
を
考
察
し
て
み
た
。

(A)
前
期
は
青
壮
年
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齢
層
が
比
較
的
少
な
く
、
幼
少
年
齢
層
と
老
年
齢
層
が
多
く
、
経
済
困
難
を
反
映
し
た
時
代
と
思
わ
れ
た
。

(B)
中
期
は
青
壮
年
齢
層

が
多
く
、
幼
少
年
齢
層
の
小
さ
い
点
か
ら
、
社
会
が
沈
滞
し
、
人
口
増
殖
の
停
滞
し
た
時
代
と
推
測
さ
れ
た
。

(
C
)
後
期
は
比
率
の
上

で
は
、
前
期
と
中
期
の
中
間
と
見
倣
さ
れ
る
。

(
五
)

中
期
に
は
つ
一

O
年
に
亘
っ
て
二

O
%ほ
ど
、
男
子
過
多
の
現
象
が
続
い
て
い
た
。
こ
れ
は
中
期
の
一
二
年
間
に
お
け
る
男
児
1

二

八
人
、
女
児
|
一
三
人
と
い
う
出
生
数
の
違
い
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
女
児
の
異
常
な
減
少
の
傾
向
は
、
貧
困
層
の
聞
に
お

い
て
、
間
引
の
行
わ
れ
た
疑
が
濃
厚
で
あ
る
。

(
ム
ハ
)

六
O
組
の
初
婚
年
齢
で
は
、
男
が
二
九
才
、
女
が
二
二
・
五
才
で
あ
っ
た
。
男
の
晩
婚
型
は
水
呑
層
の
経
済
困
難
を
浮
彫
に
し
た

も
の
で
あ
る
。

(
七
)

上
納
米
(
正
租
)
と
地
主
の
配
賦
帳
に
よ
り
、
こ
の
村
の
生
産
力
と
戸
口
の
関
係
を
考
察
し
て
み
た
。
年
平
均
の
上
納
米
は
前
期

の
一
一
・
六
石
に
対
し
、
中
期
は
三
・
二
倍
、
後
期
は
四
・
六
倍
に
増
徴
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
反
当
小
作
米
は
、
前
期
が
四
・
二
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斗
、
中
期
が
四
・
七
斗
、
後
期
は
七
・
八
斗
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
前
・
中
期
と
も
生
産
力
は
低
位
に
あ
り
、
中
期
は
上
納
米
の
徴

収
が
苛
酷
で
、
後
期
は
や
や
恵
ま
れ
た
状
態
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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研
究
期
間
は
不
安
定
な
生
産
の
続
い
た
前
・
中
期
と
、
や
や
安
定
し
た
後
期
に
分
け
ら
れ
る
。
輪
中
の
生
産
は
外
水
の
防
禦
に
よ
る
こ

と
が
大
き
い
た
め
、
幕
府
の
治
水
政
策
と
深
い
繋
り
が
あ
っ
た
。
水
呑
層
は
小
作
料
や
夫
役
の
提
供
者
と
し
て
、
収
奪
の
対
象
と
な
り
、

且
つ
低
生
産
の
た
め
、
本
百
姓
に
発
展
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

註

(
1
)
 
関
山
直
太
郎
近
世
日
本
の
人
口
構
造
吉
川
弘
文
館
一
九
五
八
年
。

内
田
寛
一
近
世
農
村
の
人
口
地
理
的
研
究
帝
国
書
院
一
九
七
一
年
。

浅
香
幸
雄
宗
門
人
別
帳
よ
り
見
た
る
相
模
金
目
河
畔
広
川
村
の
村
落
構
造

浅
沼
操
丹
郡
盆
地
の
人
口
と
生
産
関
係
一
九
五
二
年
。

以
上
の
二
編
は
内
田
寛
一
先
生
還
暦
記
念
地
理
学
論
文
集
上
巻
帝
国
書
院
。

浅
沼
操
近
世
に
お
け
る
黒
目
村
の
人
口
動
態
歴
史
地
理
学
紀
要
一
一
一
一
九
七

O
年。

坪
内
庄
次
濃
尾
平
野
の
近
世
に
お
け
る
人
口
構
造
に
関
す
る
研
究
愛
知
学
芸
大
学
地
理
学
報
告

松
原
義
継
輪
中
は
お
け
る
掘
上
回
の
歴
史
地
理
的
研
究
(
一
報
)
地
評
四
二
巻

I
四
七
九
頁

松
原
義
継
前
掲
(
二
報
)
地
評
四
三
巻

l
四
一
五
頁
一
九
七

O
年。

海
津
郡
の
固
と
農
家
の
自
小
作
数
海
津
郡
要
覧
(
大
正
一
一
)
一

O
三
頁
。

一
九
五
二
年
。

(
2
)
 

O
号
一
九
六
三
年
。

九
六
九
年
。

(
3
)
 

ノム、
、
自

O 五
/ム¥ 

{乍四

← N. 

五
七
、

九 田
七
作/ム、

反

1口λ 

一
、

O 八
O 
% 四 計
反

一 五 自
一 一
O 作

七 」ユ
四
、

九 O 農

九
七八
作

l工ー 芳*
一

四
、
自

O 七 戸
ムノ¥ 

四 作

J四三 数

一 、合
O 一
O 五
% 。 一計
戸
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(
4
)

安
藤
万
寿
男
江
戸
時
代
輪
中
地
域
の
人
口
地
評
二
三
巻
|
一
号
。

(
5
)

非
困
窮
者
と
は
佐
野
文
書
の
「
天
明
八
年
、
濃
州
・
勢
州
弐
拾
弐
ケ
村
飢
人
夫
食
願
書
上
帳
」
の
中
に
記
さ
れ
た
「
二
八
八
人
、
当
時
取
統
候

者
」
に
対
す
る
筆
者
の
解
釈
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
岐
阜
県
史
(
通
史
編
近
世
上
一

O
五
O
頁
)
は
、
こ
の
二
八
八
人
を
餓
死
者
と
し
て
記
し
て
い

る
。
何
故
こ
の
よ
う
な
誤
記
が
生
じ
た
か
、
県
史
は
「
取
統
候
者
」
を
「
取
潰
候
者
」
と
誤
釈
し
た
も
の
と
思
う
。
因
に
「
天
保
十
年
、
本
阿
弥
新

田
、
飢
人
数
人
別
室
一
一
回
上
帳
」
の
一
節
に
は
「
八
人
、
親
類
好
身
助
合
弁
夫
食
賄
有
之
取
続
候
分
」
と
記
さ
れ
て
い
る
如
く
、
こ
の
八
人
は
夫
食
に
困

ら
ず
相
続
の
で
き
る
こ
と
含
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
宗
門
帳
を
照
合
す
れ
ば
天
明
八
年
の
取
統
候
者
一
二
人
、
天
保
一

O
年
の
八
人
は
い
ず
れ
も
佐

野
善
七
の
家
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

(
6
)

坪

内

庄

次

前

掲

註

(
1
)

一
八

l
二
O
頁。

(
7
)

福
島
村
、
柳
湊
村
、
細
江
村
、
五
丁
村
、
二
淵
村
、
福
江
村
、
沼
村
、
万
寿
新
田
、
沼
新
田
の
九
カ
村
。

(
8
)

関
山
直
太
郎
前
掲
註
(
1
)
二
六
九

t
二
七
O
頁。

(
9
)

竹
安
繁
治
近
世
小
作
料
の
構
造
お
茶
水
書
一
房
一
一
九
八
頁
一
九
六
八
年

(
叩
)
享
保
六
年
の
本
阿
弥
新
田
高
反
別
指
出
帳
に
次
の
如
く
運
上
を
課
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
永
百
三
拾
一
二
文
三
分
三
厘
三
毛
烏
札
運
上

一

金

弐

分

銀

壱

匁

池

運

上
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